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病院理念

●  患者中心の医療　　●  安全で高度な医療
●  地域との連携　　　●  環境保全
●  健全経営  

国保水俣市立総合医療センターは、地域住民の皆様に「信頼され、
期待され、選ばれる」病院となるために、以下のことに専念します。
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　心不全はあらゆる循環器病の終末像であり、増悪と緩解を繰り返しながら、運動耐容能低下をきたし、生
命予後を悪化させる症候群であります。わが国において心不全患者が現在約１００万人いると推計されてい
ますが、超高齢化の進行により少なくとも２０３５年までは増え続けると推定されており、「心不全パンデミッ
ク」と呼ばれ心不全患者の増加に警鐘を鳴らされています。心不全の増悪による再入院は医療費増大の原因
となることに加え、心不全特有の症状や運動耐用能低下は生活機能の低下や精神状態の悪化を引き起こし、
患者や家族の生活の質（ＱＯＬ）を低下させます。様々な問題を抱える心不全患者を包括的に支援し、患者
や家族のＱＯＬを維持し、医療費の増大を抑えるためには、適切な治療の実施に加えて、医療専門職がチー
ムを組み、それぞれの専門性を活かしつつ協同するチーム医療が不可欠であります。
　今回当院におきまして、多職種での心不全療養チームを発足することになりました。
　心不全療養チームでは、心不全患者の安定期の維持と再発予防、増悪の早期発見と早期介入による重症化
の回避、致死的イベントに対する迅速な治療介入、退院後の早期発見予防、症状の緩和などによって生命予
後の改善やＱＯＬの維持を目的として、水俣・芦北地域における地域連携ネットワークの構築を目指してい
ます。
　心不全増悪を予防するためには適切な医学的介入に加え、患者家族への教育、充分な福祉支援、地域との

連携といった、多方面からの介入が必要となります。水俣・芦北地域におけるかかりつけ医の先生方や各事
業所並びに患者家族と心不全患者を地域で支えるための心不全地域連携構築の取り組みを進めており、ＩＣ
Ｔの活用なども検討しています。
　現在、心不全療養チームでは地域連携構築のツールとして、かかりつけ医の先生方や各事業所と連携を行
うための心不全地域連携パスの作成や、患者家族が退院後心不全増悪を早期発見出来るためのツールの作成
を進めています。また、再入院を繰り返される心不全患者に対して各職種が専門性を活かした多職種でのカ
ンファレンスを実施しています。スキルアップを目的として、日本循環器学会から心不全の発症・重症化予
防のための療養指導に従事する医療専門職に必要な基本的知識および技能など資質の向上を図ることを目的
として、創設された「心不全療養指導士」の資格取得を目指す取り組みも進めています。
　地域で心不全患者の管理を行っていくためには、地域連携の構築が重要であり、今後勉強会等を実施し、
情報共有を行っていきます。この取り組みを進めて行く上でも今まで以上に地域の皆様との連携がより一層
必要となりますので、ご理解並びにご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。　
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    X線CT 装置を更新しましたX線CT 装置を更新しました
【新しい装置の特長】

　従来の１２８スライス同時収集機能に加え、Ｘ線管、ディテクター共に２個内臓されています。
　これにより撮影時間が大幅に高速化され全身を５秒以内で撮影が可能です。
　息止め困難な患者様でも、呼吸による画像不良が大幅に低減し、患者様の負担軽減に繋がります。

【新しく可能になる検査】
　〇デュアルエナジー検査
　　　２つのエネルギーを同時出力する事により新しいカラーマップ検査が可能となりました。
　　　例えば骨浮腫の抽出などは従来ＭＲＩでしか検査出来ませんでしたが、ＣＴで行うことにより、
　　　短時間で撮影を行うことが出来ます。
　　　また胸痛を患った患者様についても高速撮影の利点を生かし、一回の撮影にて肺塞栓症、心血管
　　　の梗塞など早期診断を行うことが可能です。

　　　

　その他さまざまな検査に対応が可能となりますので、お気軽にお問い合わせください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線科　ＣＴ室（内線２４７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像診断センター（０９６６－６３－２２４１）
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　　「ＩＣＴ医療推進センター」 設置について　　「ＩＣＴ医療推進センター」 設置について
　令和３年度、水俣市が過疎地域持続的発展支援交付金事業に選定され実施したオンライン連携
診療の実証事業により、医療現場においてＩＣＴ技術が医療アクセスの課題解決や医療、介護職
の身体的及び時間的負担の軽減、多職種連携による医療の効率化、質の向上など、導入による新
しい社会的効果が示されました。
　実証事業の効果を踏まえ、当センターでは令和４年度からＩＣＴ医療推進センターを設置して
おります。
　ＩＣＴ医療推進センターでは、オンライン診療をはじめとする医療、介護分野へのＩＣＴの導
入を促進することにより医療水準の維持、業務の効率化、労働環境の改善など、様々な医療環境
問題の解決に取り組んでいます。　

　「主な事業内容」「主な事業内容」
　　・久木野診療所における遠隔聴診対応ビデオチャットシステムを活用したオンライン診療

　・在宅や介護施設等の移動困難者、へき地離島等などの移動困難者を対象としたオンライン
　　診療
　・地域の医療機関や施設間におけるＩＣＴを活用した医師同士の連携や看護師同士の連携に
　　よる診療支援及び看護支援
　・新型コロナウイルスの感染防止及び医師、看護師の負担軽減、業務の効率化を目的とした
　　発熱外来や救急外来におけるタブレット問診システムの導入
　・コロナ禍による面会制限に対応するためのタブレット端末によるオンライン面会
　・患者家族への説明や他施設の医療スタッフとの退院調整会議等のオンライン会議用設備整備
　

　　このようなＩＣＴを活用した取組み（医療ＤＸ）を推進し、近隣医療機関や介護福祉施設と

の連携が充実することにより、地域住民へのメリットにもつながっていくものと考えております。
　また、このような他の地域の病院に先駆けた取組みは、当院で働く医師のキャリアアップにも
つながる効果があり、医師確保に寄与するするものと考えております。
　今後とも当センターの事業について、ご理解ご協力の程よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　（文責：情報企画室次長兼ＩＣＴ医療推進センター副センター長　山澤）
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　「目的・内容」
　地域の医療・介護関係者の情報連携が求められる中、新型コロナウイルス感染症の拡大により、

医療機関と介護施設の連携、例として、退院前カンファレンス（退院調整会議）等の開催が困難
になっています。
　令和２年度の診療報酬改定の中で、情報通信機器を用いたカンファレンス等に係る要件の見直
しがあり、「原則、対面で実施」が「必要な場合、ＩＣＴ活用可」となりましたが、この地域で
は活用が普及していない状況です。
　このような状況から、情報通信機器を用いてカンファレンスを開催できるよう、設備整備、活
用方法の教育指導など含めた環境整備を行うものです。
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　「オンライン退院調整会議設備整備事業」 について　「オンライン退院調整会議設備整備事業」 について
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　「事業のねらい」
　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため自重していたカンファレンスを、ＩＣＴを用いて

従来と同じ水準で行えるよう体制を整えます。
　カンファレンスが実施されることにより、患者様が退院後、ご自宅等で安心安全な療養生活の
継続が、スムーズに行われるようになります。
　ＩＣＴの活用により自施設内からオンラインでカンファレンスに参加できるようになるため、
新型コロナウイルス感染症の感染リスクを抑えられるほか、カンファレンス参加のための移動時
間が不要となることで、医療介護スタッフは他の業務へ時間を充てることができるようになり、
業務の効率化、スタッフの負担軽減にもつながります。
　先月より、水俣市内の施設対象にオンライン会議用タブレット端末の要望調査を行い、希望さ
れたご施設へ端末の貸し出しを行っております。
　このようなＩＣＴを活用した取組み（医療ＤＸ）を推進し、近隣医療機関や介護福祉施設との
連携が充実することにより、地域住民へのメリットにも繋がっていくものと考えております。
　今後とも当センターの事業について、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。
　ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　（文責：情報企画室次長　兼ＩＣＴ医療推進センター副センター長　山澤）

　　　　　　　　問い合わせ先：０９６６－６３－２１０１
　　　　　　　　　　　　　国保水俣市立総合医療センター
　　　　　　　　　　　　　　地域医療支援センター　溝上
　　　　　　情報企画室　兼ＩＣＴ医療推進センター　山澤

　「オンライン退院調整会議設備整備事業」 について　「オンライン退院調整会議設備整備事業」 について
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TOPICS

坂本管理者がへき地医療貢献者表彰を受けました坂本管理者がへき地医療貢献者表彰を受けました
　全国自治体病院開設者協議会、公益社団法人全国自治体病院協議会において、山村・離島等、医療に恵まれないへき
地等の地域における医療確保に献身的に尽くしてこられた方を対象に表彰される、へき地医療貢献者表彰を当センター
坂本病院事業管理者が受賞されました。
　この賞は、全国から推薦された候補者の中から選出され、全国で２１名受賞されていますが、熊本県においては唯一
の受賞となっております。
　【坂本病院事業管理者の功績】
　現在まで４３年にわたり、芦北医療圏及び鹿児島県の北薩地域の地域医療で活躍し、へき地医療に貢献。
　平成１１年まで救急医療の責任者として、地域の救急医療の充実に寄与し、年間延べ８千人を超える救急患者の診療
に尽力。
　平成１５年の院長就任時には最大約２５億円あった累積欠損金を、平成２３年度には解消し、平成２６年度には自治
体優良病院会長表彰を、平成２７年には自治体優良病院総務大臣賞を受賞している。
　平成２２年４月の初代病院事業管理者就任後も、熊本県のがん診療拠点病院の指定、地域医療支援病院の承認、熊本
県地域医療拠点病院にも指定され、医師の偏在解消に向け、熊本県・熊本大学病院・熊本県医師会と連携を図るなど、
地域医療の充実に取り組んできた。更には、芦北医療圏で初めて高度急性期病床に位置付けられる「ハイケアユニット
病床（ＨＣＵ）」を整備し、地域医療の充実につながる取り組みを継続している。
　県境を越えた地域からの救急患者も積極的に受け入れ、医療圏を越えた連携を図ることを目的として、芦北医療圏・
北薩地域の医療機関、行政、消防等を一堂に会した懇話会を開催し、連携を深める活動を行ってきた。
　県行政においても、各種委員会委員として活動している。また、令和３年度に水俣市及び民間企業と協同で実施した
オンライン連携診療の実証事業により、久木野診療所における遠隔聴診システムを活用したオンライン診療の実施など、
事業管理者となった後も継続して地域医療の現場の第一線に身を置いている。
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熊本県国保地域医療学会にて最優秀賞を受賞しました熊本県国保地域医療学会にて最優秀賞を受賞しました
　令和４年１０月２２日（土）に第２６回熊本県国保地域医療学会が開催され、当院から４名が研究発表し、その結果
最優秀者に山澤順一情報企画室次長が昨年度に引き続き最優秀賞に選ばれました。なお当日の学会において、昨年度受
賞した最優秀賞の表彰を受けました。
　山澤室次長は最優秀者として、令和５年１０月に福井県で開催予定の第６３回全国国保地域医療学会にて県代表とし
て研究発表を行う予定です。

また、第２６回熊本県国保地域医療学会では当院から４題発表を行いました。
発表者と演題（職種）
・山澤順一「医療アクセス困難者に対するオンライン連携診療の必要性、有効性」（診療放射線技師）
・細山田志保「入退院を繰り返す胆道系疾患患者の再入院の内訳と再入院予防策の検討」（看護師）
・政岡秀典「植込み型心電用データレコーダと遠隔モニタリング併用の有効性」（臨床工学技士）
・手塚裕美　「弾性包帯の巻き方の統一化に向けての取り組み～適性圧で巻くために接触圧力測定器を使用して～」　
　　　　　（看護師）

　この度は、第２５回熊本県国保地域医療学会にて最優秀賞という栄誉ある賞を
いただき、大変光栄に思っております。
　今年度９月に千葉で開催されました第６２回全国国保地域医療学会で発表させ
ていただき、同じ地域医療の課題に取り組む全国の方々と活発な意見交換ができ、
大変有意義な学会となりました。
　当センターで取り組む「オンライン連携診療」は過疎地域モデルであり、地域
医療を守り続けたいという先生方の強い意志をＩＣＴというツールを使って支援
したいという思いで取り組んでいる仕組みです。
　同じ課題を抱える全国の過疎地域でのモデルとなるよう、引き続き取り組んで
まいりたいと考えております。
　最後に本実証事業の実施に当たりご指導いただきました坂本管理者、阿部院長をはじめ、ご協力いただいた先
生方、スタッフの方々に感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報企画室室次長　山澤　順一
　



TKU 「熊本がいい～の」 久木野診療所の取材がありましたTKU 「熊本がいい～の」 久木野診療所の取材がありました
　ＴＫＵ（株式会社テレビ熊本）「熊本がいい～の」の水俣ロケがあり、久木野診療所と医療センターの
オンライン診療の取り組みを取材して頂きました。
　２月１４日の２０：００～ＴＫＵで放送されますので皆様一緒に是非ご覧ください。

　吉本興業　間寛平さん
　ＴＫＵ本田アナウンサー　来院
　久木野診療所にて

　吉本新喜劇　すっちーさん来院
　医療センターＩＣＴ医療推進センターにて



国保水俣市立総合医療センター外来診療のご案内
午前診察　　８：３０　―　１２：００（受付　　８：００　―　１１：００）
午後診察　１４：００　―　１７：００（受付　１３：３０　―　１５：００）

令和５年 2 月現在

科名 区分 内容 月 火 水 木 金

呼吸器内科
午前 診察

田代　康正 田代　康正 榮田　浩文 増田　優衣子 田代　康正

増田　優衣子 榮田　浩文 非常勤医師 榮田　浩文 増田　優衣子

午後 検査 気管支内視鏡 ― 気管支内視鏡 ― ―

脳神経外科 午前 診察
工藤　真励奈

手術
宮﨑　愛里

工藤　真励奈 

宮﨑　愛里

（もの忘れ水頭症外来）

工藤真励奈・宮﨑
愛里

担当医 担当医 脳ドック（担当医） 担当医

脳神経内科

午前 診察 井　建一朗 植田　明彦

（10:00 ～ 14：00）

( 完全予約制）

池田　知聡 井　建一朗 池田　知聡

午後 診察 ― ― ― ―

MEG

センター
午前 特殊検査 ( 脳磁計 ) （予約）中村　政明

消化器内科

午前　

診察 森田・泉 成田・家城 小森田・東 森田・小森田 泉・家城

消化管透視検査 ― ― ― 阿部　道雄 ―

消化管内視鏡検査 小森田・家城 泉・森田 森田・家城 泉・家城
森田・小森田・

外科担当医

腹部超音波検査 — 小森田 泉 ― ―

午後 検査
泉・森田・小森田・

家城

泉・森田・小森田・

家城

泉・森田・小森田・

家城

泉・森田・小森田・

家城

泉・森田・小森田・

家城

循環器内科
午前 診察

廣瀬　豊樹 廣瀬　豊樹 上村　智明 廣瀬　豊樹 廣瀬　豊樹

老松　優 老松　優 非常勤医師 非常勤医師 上村　智明

午後 診察（要予約） ―
（ペースメーカー外来）

担当医 — — 廣瀬　豊樹

心臓血管外

科

午前 診察 — ― — — —

午後 診察（要予約） — — — — （第２週）
非常勤医師

糖尿病・内

分泌セン

ター

代謝内科

午前 診察

佐田　公範 佐田　公範 古庄　正嗣 佐田　公範 佐田　公範

藤澤　和夫 藤澤　和夫 藤澤　和夫 藤澤　和夫
（第 2 週）　　　　

吉田　知史

吉田　知史
古庄（第 2・4 週）

吉田（第1・3・5週）
吉田　知史 古庄　正嗣 古庄　正嗣

午後 診察（予約のみ）

佐田　公範 佐田　公範 吉田　知史 佐田　公範 佐田　公範

藤澤　和夫 藤澤　和夫 藤澤　和夫 藤澤　和夫
（第 2 週）　　　　

吉田　知史

吉田　知史
古庄（第 2・4 週）

吉田（第1・3・5週）
― ― 古庄　正嗣

小児科

午前 診察

樫木　仁 樫木　仁 黒澤　孝一 岡本　ユカ 黒澤　孝一

非常勤医師

三渕（第 2 週）

黒澤（第１.3.4.5

週）

非常勤医師 樫木　仁 樫木　仁

午後 診察（予約のみ）
（喘息外来）

担当医

（予防接種）

担当医

（喘息外来）

担当医

（1 ヶ月検診）

担当医

神経外来（第１週）

アレルギー外来

（奇数月第２週）

外科 午前

診察

長井　洋平
坂本不出夫　　

（9：00 ～）
坂本　不出夫 長井　洋平 阿部　道雄

志垣　博信 志垣　博信 阿部　道雄 ― 堀之内　誠

堀之内　誠 ― 長井　洋平 ― ―

オンライン診療 長井　洋平 長井　洋平 長井　洋平 長井　洋平 長井　洋平

乳腺・内分泌 — — 非常勤医師 — —

整形外科
午前 診察

宮﨑　信 沼田　亨祐 石松　憲明 宮﨑　信 宮﨑　信

沼田　亨祐 中島　三郎 棚平　健 棚平　健 沼田　亨祐

棚平　健 中西　浩一朗 中島　三郎 中島　三郎 石松　憲明

髙木　寛 — 中西　浩一朗 髙木　寛 —

午後 診察 ― ― ― ― ―



科名 区分 内容 月 火 水 木 金

リハビリテー
ション科 午前 診察 ― ―

馬場　敦子
（毎月第１・３水曜

日）
松瀬　博夫 —

皮膚科
午前 診察

谷川　広紀 谷川　広紀 非常勤医師 谷川　広紀 長野　晴香

長野　晴香 大溝　耕一郎 ― 長野　晴香 大溝　耕一郎

午後 診察 ― ― 手術 ― 手術

泌尿器科

午前 診察

（新患）

三浦　太郎

三浦（第1・3・5週）

黒田（第 2・4 週）

（新患）

黒田　庄一郎
―

（新患）

岩下　仁

（再来）

岩下　仁

（再来）

岩下　仁

（再来）

岩下　仁

（再来）

三浦　太郎

（再来）

黒田　庄一郎

午後
診察

（予約）担当医
特殊検査・手術

腎臓内科 午前 診察 ― ― ― 深水（第２週）
井上（第４週） ―

産婦人科

午前 診察

（新患）
宮村　伸一

（新患）
松井　幹夫

（新患）
宮村　伸一

（新患）
松井　幹夫

手術
（再来・妊婦健診）

松井　幹夫
（再来・妊婦健診）

宮村　伸一
（再来・妊婦健診）

松井　幹夫
（再来・妊婦健診）

宮村　伸一

（人間ドック）
担当医

（人間ドック）
担当医

（人間ドック）
担当医

（人間ドック）
担当医 ―

午後 診察 —
（妊婦検診）

宮村　伸一
―

（妊婦検診）

宮村　伸一

（再来）

宮村　伸一

眼科
午前 診察 非常勤医師 特殊外来 非常勤医師 特殊外来 非常勤医師

午後 診察 特殊再来 特殊再来 手術 特殊再来 特殊再来

耳鼻咽喉科

午前 診察 ― 非常勤医師 ― ― 非常勤医師

午後 診察
非常勤医師

（13：30 ～ 15：00）
― ― ― ―

放射線科

午前 診察 ― ― ― ― ―

午後
診察（紹介患者の

み）

楠　真一郎・

近藤　匠
近藤　匠 近藤　匠 近藤　匠 近藤　匠

歯科口腔外

科

午前 診察（初診は午前
中のみ）

尾木　秀直 尾木　秀直 尾木　秀直
—

尾木　秀直

前城　学 前城　学 前城　学 前城　学

午後

診察

（再診及び入院患

者の初診のみ　

※急患を除く）

尾木　秀直

—

尾木　秀直 尾木　秀直 尾木　秀直

前城　学 前城　学 前城　学 前城　学


